
吉
本
説
話
集
の
か
∴
且
∴
つ
か
　
い

一
、
は
㌃
し
め
に

二
、
ハ
行
輯
ヰ
音
の
表
記

三
、
ア
・
ワ
行
者
．
の
表
詑

田
、
オ
・
ヲ
の
表
詑

五
、
結
び

一

　

再

し

の

に

樽
沢
本
『
古
来
鑑
詣
集
b
 
l
苫
潤
筆
に
よ
り
書
写
せ
ら
れ
て

拍
車
依
鳥
鹿
が
弟
二
乗
的
に
は
書
写
者
草
帰
せ
ら
れ
る
彰

の
で
あ
る
∴
均
上
・
本
音
の
汲
み
逢
む
甲
蜜
を
前
置
と
し
て
薦

察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
数
乾
の
患
草
本
の
存
左
す
る
賓
料

に
お
い
て
は
・
そ
の
比
較
に
よ
り
原
本
の
牧
男
達
に
ヨ
で
滴

り
ー
つ
与
か
む
し
れ
な
い
堺
二
本
の
み
の
本
書
の
埼
合
は
、

湖
東
の
う
う
詮
の
筆
が
東
泉
の
・
賓
を
拝
し
て
い
る
か
ど
い
う

珂
親
と
謀
り
、
そ
の
方
星
は
嘲
乾
か
了
鰹
1
」
れ
る
。
軋
っ
て

山
　
内
　
洋
　
l
、
畢

今
は
そ
こ
ま
で
瀬
臥
す
る
こ
と
を
セ
ナ
、
梅
沢
本
甲
草
に
お

け
る
撮
み
護
の
笑
敦
を
北
施
し
、
そ
こ
に
畢
り
れ
る
異
同
に

つ
い
て
半
っ
解
釈
す
る
か
∴
本
文
考
足
に
と
う
か
ら
ま
せ
る

か
・
乞
田
標
と
す
る
こ
と
に
L
に
い
・

本
書
の
書
写
を
島
民
・
阿
仏
尼
・
為
親
三
見
に
楓
す
駈
け

の
睦
め
作
況
の
当
を
将
軍
く
痛
く
と
し
了
も
l
藤
原
軋
最
よ

り
後
代
の
も
め
て
あ
る
こ
と
は
動
か
す
、
角
謂
定
家
風
音
畳

と
の
関
埋
却
呵
は
　
周
蔵
も
至
を
　
ら
千
あ
る
。
空
音
写

無
し
息
と
い
っ
　
て
よ
い
で
あ
ろ
，
つ
．

璃
各
の
司
教
よ
り
∴
永
久
の
異
里
に
よ
る
書
入
れ
、
訂
正

部
分
、
珂
リ
害
辞
令
を
除
く
。
常
客
表
記
一
首
昧
か
れ
る
の
で
、

綺
東
部
よ
り
得
ら
れ
奇
数
値
と
異
年
を
こ
と
肛
多
い
。
引
例

の
所
在
は
『
古
本
沈
詣
寮
監
索
引
』
の
ペ
ー
ジ
毎
で
あ
奇
。

（
1
）
高
向
1
台
本
淀
詣
環
の
平
限
月
宰
殊
し
　
（
『
錬
倉
晴

げ
洛
研
究
も
第
二
埠
、
時
事
五
四
‥
二
）

七
　
九



l
一
ハ
行
東
蜂
奇
の
羨
誼

語
蒜
雷
ハ
．
L
フ
へ
歪
丁
に
窄
芸
貰
遠
め
、
つ

れ
る
表
記
粧
あ
る
。
．
ハ
巧
棍
み
そ
託
さ
れ
た
立
用
豆
多
面
を

曇
な
の
で
、
そ
の
全
桝
を
親
告
す
る
さ
と
か
で
き
な
い
一
。
環

司
刊
は
会
7
∴
ど
リ
上
す
、
瀾
草
（
A
H
路
　
β
棉
隼
∴
じ
搾
れ
∵
n

岬
笠
に
会
け
ら
。
ふ
軒
に
共
通
す
る
軒
別
d
料
l
卵
に
託
速
了
を

エ
ビ
が
多
い
。
棉
揖
内
に
珂
在
ペ
ー
ジ
‥
行
の
把
に
「
甲
葦

全
体
に
見
、
乙
る
丘
邦
革
雪
舟
骨
に
決
用
役
名
表
記
を
杏
子
に

L
に
教
壇
を
添
え
て
∵
年
番
と
す
ろ
二

1
　
は
」
わ
（
温
）

A
▼
き
り
射
り
！
ハ
（
牽
引
ら
！
外
）

C
プ
刑
γ
へ
　
（
軋
鵬
1
・
2
邦
）
受
㍗
ノ
＼
墳
軍
用
雄
）

1
均
う
品
（
威
　
畢
9
カ
）
　
≠
㌧
項
　
（
母
甲
3
塘
ぎ
）

も
琳
ノ
ヽ
ス
Å
凰
与
　
堅
5
痛
）

八
　
〇

と
あ
ら
。
埠
混
本
で
「
　
ハ
～
・
む
7
～
　
L
門
例
に
対
し
し
「
も
わ
し

が
「
桝
の
み
あ
る
の
堕
．
例
外
と
見
て
、
、
麦
詑
急
戦
の
緩
み

と
訳
し
て
よ
い
と
患
わ
れ
る
。
「
　
わ
・
～
l
 
L
も
登
操
で
あ
ろ

う
ゥ
下
鳥
．
樽
沢
木
中
二
〃
噌
一
桝
が
1
　
第
・
む
」
と
q
っ
て

い
る
「
け
射
し
く
し
　
1
才
㌧
わ
ノ
＼
う
、
し
1
　
J
わ
ら
し
　
「
写
b
 
J

l
　
く
軸
ケ
L
 
d
∵
と
．
つ
て
あ
ろ
う
か
。
．
語
中
・
詩
風
の
1
d
（
し

こ
し
表
記
例
。
「
免
り
尋
か
L
（
甲
？
）
「
あ
り
／
1
1
き
」

〔
単
3
）
を
喩
め
、
遠
詞
を
酷
い
了
も
釣
棚
も
落
し
・
「
わ
・

l
L
は
右
の
僅
か
用
例
口
の
で
あ
る
9
時
に
「
　
わ
し
患
藷
を

株
1
　
㌧
も
の
と
隼
思
わ
れ
な
い
。

之
　
．
ひ
1
い
・
ゐ

か
　
タ
j
ゆ
ー
（
傍
二
軍
3
兄
）

り
l
～
〓
　
（
畳
∴
畢
9
脆

く
読
ソ
う
′
　
（
加
　
箪
首
班
）

石
の
哲
の
中
で
．
『
撮
み
文
字
畳
も

♪
瑚
～
　
〔
敢
　
軍
冒
猪
）

ケ
頼
　
　
C
咤
　
野
4
痛
）

A
 
h
司
・
1
年
甘
（
五
千
止
り
5
亮
）

島
剰
′
て
　
（
肝
心
箪
l
脇
）

B
　
も
j
ふ
読
つ
（
朱
　
坪
2
施
）

身
ゝ
川
く
（
覆
甲
7
弟
）

C
．
㌢
ふ
て
（
覆
　
単
音
％
）

寸
ノ
ち
ク
の
」
ヽ
っ
（
克
l
窄
官
沌
）

L
 
t
l
H
」

7

レ

　

V

、

＼

（
骨
最
中
5
％
）

ぺ
、
，
～
年
功
J
～
〔
申
官
　
抽
）

ハ
感
詩
学
大
罪
㌫
鮪
）
に

さ
い
も
い
　
草
　
稿

も
ゝ
　
　
甘
．
壕

わ
ら
し
　
　
垂

に
し
か
q
リ
　
辛
企
項
一
脈

に
ハ
ら
　
　
飯

村
⊥
J
　
　
繹
）
　
」
買

由
の
ゝ
）
ウ
（
培

1
号
の
了
へ
迫

、
1
、
．
㌧
ご
痺

＼

D
　
ハ
現
い
白
ノ
　
へ
籠

し
い
　
　
　
〓
状

顛
1
粥
）
一

世
2
．
周
〕

坪
7
届
）

甲
－
財
〕

蝕
・
訂
∴
巧
）

わ
勃
1
月
〓
胤
櫨
‥
甲
4
痛
）

く
再
鬼
　
（
食
　
印
－
巧
）

シ
完
∵
拘
九
二
這
＿
ふ
里
3
定
空

l
ヵ
月
日
影
ぺ
籍
　
旧
・
9
兆
）

巧
リ
ー
　
へ
観
　
軍
用
舛
）

舞
ノ
ヽ
亥
で
い
（
格
納
雄
1
・
3
〕



毎
の
浩
の
ヰ
マ
『
撮
ネ
苗
字
亀
』
に
出
る
も
の
が
あ
わ

く
が
渦
軸
心
て
食
将
か
原

－
1
し
守
ひ
て
矢
尊
に
肯
い
て
荷
嬉

l′
を
ほ
い
．
墓

石
の
他
に
1
か
し
表
記
の
互
い
語
が
あ
る
。

「
つ
ひ
に
し
鴫
射
丁
小
（
♪
率
ヰ
▼
甲
も
宛
）

「
そ
こ
か
」
乍
‥
袖
t
ベ
．
P
功
1
㍉
坊
l
†
率
3
％
）

「
ち
ひ
さ
・
L
L
ら
華
さ
き
へ
A
．
・
挙
T
〕
h
∴
＝
戯
言
豹
（
品
・
㍗
）

「
宮
ひ
さ
軒
か
」
隼
中
子
や
十
五
七
攣
立
ち
魂
圭
ふ
D
箪
ウ

『
項
鬼
耳
事
最
も
に
攻
の
よ
う
に
あ
与
・

そ
こ
毒
・
慈
井
硝
拍
サ
フ
ゐ
に
∵
遂
云
牲
鼻
∴
言

う
ひ
さ
し
　
心
　
グ

（
下
官
凛
、
つ
ゐ
に
）

荊
二
着
は
、
今
日
か
ら
乳
て
環
1
7
い
る
東
総
元
J
リ
『
傲
′

鬼
朱
写
薗
』
に
＿
致
し
∵
後
者
元
そ
れ
y
這
豊
野
す
ろ
星
空
紀
を

梅
草
本
血
牽
．
併
瑠
い
1
て
い
も
も
ハ
行
鞠
翻
亀
岡
酌
の
「
－
ひ
」

に
っ
あ
肯
定
「
二
∵
あ
ヴ
持
払
L
等
を
如
、
こ
て
．
加
余
剰
が
辛
．

－

い
十
で
詑
さ
れ
て
い
る
守
の
極
少
巌
の
壷
判
で
ふ
∵
う
。
「
つ

一
い
下
し
∴
そ
：
か
1
．
い
1
う
ひ
さ
し
し
「
ち
か
さ
や
か
し
ぼ
定

家
級
為
竜
と
乱
す
L
も
透
痔
に
庸
籍
が
「
ふ
互
い
頂
稲
で
．

廼
lま
や
は
り
表
紀
の
ゆ
恵
み
と
見
て
よ
い
で
み
ち
う
。

3
へ
ふ
1
・
・
1
－
う

ち
・
王
を
う
．
「
′
（
印
1
．
％
）
巧
1
＼
l

寿
弔
（
重
刑
∵
3
痛
）

音
容
良
く
〔
呵
甲
9
邦
）
お
7
息
引
（
震
′
甲
5
・
訂
邦
J

C
斉
七
日
目
来
て
桝
畢
5
朔
｝
・
J
㌔
引
（
食
甲
て
完
）

脅
吊
れ
－
々
h
（
た
1

割
聞
∵
三
十
．
九
㌢
り
ヮ
．
封
へ
竣
甲
10
メ
）

D
晋
引
さ
・
三
項
息
密
．
訓
よ
頭
〕
寸
引
（
吸
甲
占
メ
）

炒
射
ち
（
河
内
塔
2
軍
用
拓
）

習
ヾ
－
引
∴
集
甲
牛
用
〕
く
り
う

l
（
餌
∴
甲
甘
痛
）
コ

こ
の
中
で
専
攻
名
文
写
逢
わ
に
「
ふ
」
形
で
虫
も
こ
V
わ
た
、

か
け
ろ
、
の
鴫
畦
的
璧
雨
空
漉
完
∵
和
語
家
｛

に
ら
る
倒
壇
外
に
ふ
む
楚
綿
雲
丸

が
あ
り
、
「
－
1
」
形
に
咲
判
肛
あ
う
。

に
う
1
＼
き
埼
鼻
輝
瀧
の
か
・
フ
う
泉
河
内
扇
漕

ナ
．
－
r
7

r
河
内
・
L
は
「
′
内
」
に
引
か
れ
に
前
肛
廉
い
の
で
あ
ろ
・
フ
。

声
・
l－
1

「
例
を
」
は
ま
す
ハ
月
番
呼
に
釈
「
て
タ
ラ
心
と
与
り
、
次

に
「
華
し
守
と
の
艮
音
化
の
上
り
．
呵
皇
軍
り
す
、
骨
葡
揮
各
の

号
へ
と
迫
脅
し
て
ゆ
く
。
「
仁
を
れ
も
の
能
」
（
役
名
文

字
量
）
は
あ
う
が
、
埠
末
永
に
は
「
を
し
友
紀
粧
甘
い
ゥ
（

「
顧
ぐ
」
「
報
L
q
と
の
嵐
藍
と
所
持
す
る
そ
あ
や
っ
が
、
ぬ

深
本
で
は
こ
れ
h
ィ
の
語
に
「
∵
う
・
を
し
表
記
が
甘
い
。
〕

「
華
J
の
語
麿
q
r
l
紺
∵
う
、
－
さ
・
I
L
・
－
ぶ
し
域

と
ポ
埠
訳
本
l

て
あ
り
∵
A
ク
二
言
D
2
・
P
㌻
b
・
p
H
、
討
詔

利
が
会
て
「
一
つ
し
千
あ
る
。

た
め
と
し
尊
卑
へ
腹
窯
こ
大
字
垂
）

八
一



数
多
い
前
列
示
呼
出
畢
と
も
に
「
．
に
う
と
し
と
ち
る
こ
と
は
、

二
の
表
記
の
固
定
し
て
い
る
、
し
こ
を
思
わ
せ
る
っ

言
行
動
詞
涛
周
韓
鬼
を
株
け
ぼ
・
語
中
経
足
の
「
ふ
」
は

毅
が
畢
り
机
を
の
で
・
胡
対
的
に
「
餐
し
の
比
重
加
島
ま
リ

45
％
絹
と
の
達
例
と
な
る
？
し
か
し
、
ハ
′
行
勅
封
で
の
直
列

lま
3
％
ほ
′
色
に
す
ぎ
敬
い
㌍
徒
っ
．
て
、
1
餐
し
の
確
以
外
錦
友

ト
、
ご
ヽ
†
l

記
の
ゆ
る
み
と
し
て
把
握
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
を
王
領
鼻

1
T
、
小
・
つ
丁
た
・
－

料
L
l
河
内
じ
∴
伺
う
L
が
「
1
し
互
恵
鈴
的
斥
凄
ん
だ
農

ン
記
か
と
．
う
か
け
未
蒔
ぐ
あ
ろ
。

字
音
誇
大
声
音
1
－
ふ
し
、
ほ
会
7
1
ト
う
L
と
泉
記
せ
ら

4

、

へ

1

え

・

ゑ

A
彿
「
〕
　
（
璃
引
・
9
巧
）
－
サ
リ
ゑ

B
み
↓
～
L
l
÷
n
リ
（
澄
　
撃
1
こ
　
ム
右
∪

昔

日

で

屯

（

湛

竿

5

／

）

　

や

u

C
、
ブ
軸
、
（
上
　
野
3
　
蹄
－
　
嘩
占

p
∴
ト
あ
日
も
＋
〔
双
∴
墾
‘
）
　
阜
′
′
句
、
＼

（
致
　
射
5
宛
）

へ
心
ば
へ
経
ろ
∴
拍
）

（
人
里
　
網
・
1
）
　
）

準
－
　
兢
）

（
今
　
別
1
〆
）

れ
て
い

胡こ
ふ甲せ

ふ業喝
囁
ふ

土
Å

ヽ
－
′

る
l

毎
ノ
7
お
写
空
け
み
、
〔
募
金
　
B
が
－
〕
　
絶
4
例

っ
軋
乃
こ
日
掛
ヤ
～
に
（
亀
甲
　
C
中
三

か
守
男
埠
（
空
票
　
C
髄
j
J
　
（
D
箪
富
）

略
旬
み
ち
、
隼
と
古
　
（
堆
色
男
　
B
瑚
・
3
）

け
引
　
（
p
率
ア
）
　
早
湖
L
　
へ
B
申
年
）
尊
．
「
璧
誉
2

1
　
浩
J
 
l
、
「
法
．
坤
L
は
、
「
環
漬
　
し
一
江
〕
瑚
経
浩
　
し
1

怒
介
う
ち
雪
棲
息
文
字
達
し
に
弱
る
の
け
涙
の
ご
と
く
で
、

ふ
∵
う
二
　
1
－
1
」
ど
な
，
て
い
る
O

J
　
か
め
の
＼
㌻
1
　
亀
甲

ほ
∵
つ
る
ん
　
ま
え
　
　
み
す
博
一
1
　
御
吟
譜
糾
し
且

う
刻
「
言
上
．
翠
g
兢
）

「
上
し
1

3
A
（
3
桝
）
、
B
（
3
廟
）
は
「
う
へ
し
力
み
で
、
、
し

蟹
が
1
一
1
へ
し
占
桝
に
対
し
4
品
㍗
．
ワ
葦
が
7
例
に
対
し
1

期
が
「
う
ゑ
」
で
あ
る
。
筆
に
実
る
且
い
が
注
患
さ
れ
る
。

『
下
官
長
』
l

二
次
の
ご
と
く
r
∵
や
り

不
慮
「
た
へ
1
や
へ
さ
く
ら
い
へ
承

り
へ
に
を
く
あ
す
さ
へ
凱
捏
臥
拗
ふ
さ
へ

一
¶
像
烏
丸
字
違
』
に
も
加
え
ら
れ
る
も
の
鮒
㌻
の
ち
二

心
山
へ
や
諮
．
患
息
魯
本
風
・
た
∵
へ
て
湛
水
軋

い
ヽ
増
車
号
通
じ
て
＝
臥
し
草
を
7
1
い
あ
」
で
あ
る
。
損
風

量
の
音
－
h
「
い
ゑ
L
と
十
二
台
も
こ
り
が
丹
い
に
も
相
わ
ら
争
、

A
と
・
B
っ
J
・
C
l
・
p
甘
、
前
言
〓
望
聖
伺
じ
千
二
㌢
訂

写
れ
坤
血
の
う
へ
l
、
∴
（
日
印
5
）

的
詞
「
へ
し
ぎ
へ
L
を
除
く
準
中
婆
胤
の
「
へ
し
勝
の
う

う
違
勅
は
竺
駈
路
に
寸
言
い
竺
そ
の
中
に
1
時
要
し

「
一
㌔
ゑ
し
の
▼
多
い
＼
；
二
㌢
二
智
曙
の
盈
L
に
こ
と
を
息
七
竃



5
　
ほ
・
r
・
・
い
1
お
・
を

二

の

蚤

で

は

荘

ぺ

方

を

変

え

て

み

た

い

。

各

筆

l

二

共

竜

し

て
「
き
し
に
大
き
く
傾
く
語
が
存
す
る
か
ら
二
ぐ
あ
る
。

言
と
は
L
L
　
？
と
け
！
1
　
（
β
牌
・
7
）

B
に
「
絆
」
1
・
C
に
1
に
L
l
（
行
頭
）
、
1
萱
L
Z
二
諒
L
J

D
に
r
放
し
占
、
訂
1
3
桝
。
「
指
」
表
記
冤
し
。

「
と
二
は
し
．
ど
持
さ
れ
る
　
」
　
レ
上
川
、
1
（
B
野
牛
）

B
に
「
絆
し
2
・
C
に
1
を
L
l
・
1
牲
L
J
隼
、
計
ム
U
勺

但
し
・
「
す
現
？
肌
身
こ
し
（
p
成
㌻
7
〕
鮮
一
例
あ
る
。

「
な
は
（
痺
）
」
　
写
ノ
吻
　
（
A
沌
ニ
ー
）

A

2

、

万

3

・

C

3

・

p

7

・

討

1

5

例

会

二

（

、

汀

一

㌧

r
互
一
拍
盲
一
）
」
　
々
ゑ
写
鉦
　
（
奔
走
　
A
草
官
　
軍
5
）

ブ
細
考
（
壷
T
 
C
甲
7
〕
　
甘
律
子
～
＋
直
衣
∵
D
甜
丁
∴

定
、
現
収
名
産
で
．
懸
平
声
「
〔
ご
、
上
声
「
乏
し
の
別
が
あ
リ

1
逸
L
L
 
l
j
上
土
上
ニ
∵
絢
L
d
乎
上
、
「
壷
L
 
L
良
平
上

平
で
あ
右
か
ら
、
1
　
韓
し
て
よ
い
軒
、
「
道
長
J
 
l
ま
平
幸
平

で
路
′
取
す
う
8
　
「
い
V
」
は
L
 
L
招
1
1
い
と
お
し
　
鴫
痛
瀬
情
」

〔
敢
為
．
一
千
芋
遺
）
に
見
5
ご
と
く
1
倍
L
L
（
「
乏
t
 
L
薄
命
水

冷
違
展
）
と
結
伊
つ
け
ら
れ
る
〝
埠
沢
木
で
再
「
お
し
を
用
い

互
い
P
　
「
情
L
 
L
も
珂
楓
で
あ
る
ゥ

と
押
し
　
遠
　
路
「
．
－
匂
絆
し
　
違
束
（
屠
冬
草
息
）

「
と
指
す
L
 
J
I
′
残
1
て
　
（
C
融
i
こ

r
が
何
は
わ
し
・
づ
1
－
よ
一
号
l
年
五
つ
（
P
挙
2
）

r
わ
は
ふ
」
㌢
‖
い
J
＼
（
岳
甲
7
）
㌢
＝
い
て
（
じ
単
官
）

「
石
積
み
き
し
㌣
月
み
し
了
（
A
箪
ヱ

と
ー
け

石
密
語
は
「
損
L
表
記
の
甘
い
単
発
的
例
で
．
あ
る
。
「
適

誉
は
且

T
L
は
弟
鼻
ふ
骨
て
平
手
上
、
1
霞
も
」
は
辛
乎
上
車
∴
こ
勾
二
．
て

い
聖
埠
沃
本
「
ヒ
瑚
L
L
H
∵
足
を
椋
鳥
壇
と
一
致
し
誓
い
e

「
打
は
－
L
（
大
・
予
仰
号
〕
l

ま
詑
別
柄
「
指
示
し
管
絃
j
性
、

石
が
例
外
で
あ
る
。
そ
れ
は
」
ヰ
声
の
鶉
撃
竜
が
「
を
し
そ
毘

さ
れ
る
と
い
う
最
初
が
拘
り
寺
に
よ
り
環
音
詩
に
及
ん
だ
の

で
あ
′
き
。

1
確
法
J
：
封
l
～
（
C
甲
1
）
他
に
3
別
。
巧
手
ユ
ロ
御
1
－
〕

1
修
法
し
仇
ザ
ヤ

l
T
（
D
翠
9
）

「
ご
十
字
1
L
は
他
項
科
に
も
鼠
え
、
1
ご
り
J
も
室
町
精

げ
の
墳
料
に
乳
も
離
で
あ
る
っ
按
う
の
時
炭
の
こ
列
で
L
り
ら
二

r
か
ほ
」
7
持
（
A
甲
チ
掃
）

「
ば
つ
は
し
イ
し
日
柄
（
C
q

m
聖
J
焔
）

－
ユ
1
．
′
こ
止

「
ほ
」
の
L
〓
用
い
ら
れ
牒
浩
は
「
嵐
l
∴
畷
つ
3
∵
瑚
1

こ
汚
り
う
し
埼
￥
持
も
．
塩
む

郡
‘
∵
慌
る
3
t
瀬
∵
虚
盈
γ
二
義
2
－
口
∵
午
．
書
持
し
Z
L

鞍
と
で
多
く
言
は
匂
い
。
絶
っ
て
、
1
．
缶
は
1
」
の
琴
場
外
下

は
、
「
舌
し
泉
、
詑
？
方
が
碧
い
（
話
勇
二
1
打
」
は
1
桝
で
あ
る
。

右
に
ア
ウ
ノ
セ
／
ト
と
の
対
応
を
調
べ
て
み
た
が
、
そ
の
蘭
株

は
薄
く
、
「
草
甘
」
表
記
の
率
の
高
さ
か
き
患
r
＼
れ
う
っ

八
一
ノ
一



三
　
ア
・
ワ
宿
昔
の
泉
詑

ど
じ
　
　
わ
・
－
　
　
「
d

詩
や
語
尾
の
「

「
ィ
、
つ
わ
（
轡
）
　
L

r
こ
と
わ
リ
（
控
）

（

香

3

7

・

3

）

「
こ
と
り
わ
　
し

「
か
わ
く
（
蒐
）
し

形
L
は
倉
て
「
な
六
」
で
記
さ
れ
て
い
な
。

・
ノ
ラ
の
し
　
（
P
糾
・
9
）

し

　

ふ

ざ

け

立

（

A

甲

∂

〕

　

・

．

と

上

之

、
！
．
司
ト
当
′
　
（
B
箪
各
　
㌍
9
）

＞
1
号
日
量
廿
γ
　
〔
p
那
・
5
）

．
か
U
′
中
々
頼
　
（
仁
準
7
）

C
A
＝
p
2
、
計
占
例
全
て
、
t
・
＜
　
し
表
記
b

「
さ
わ
が
．
し
蜃
）
し
　
上
中
7
（
か
年
′
云
C
幽
－
）

「
ヤ
ー
わ
く
」
　
　
当
日
㌻
J
二
γ
か
　
（
p
碑
？
）

形
各
預
・
動
詞
頬
せ
て
、
C
淳
二
〃
′
ム
、
封
峰
例
会
て

r
t
た
　
し
で
記
さ
れ
る
。

右
の
各
浩
が
摺
費
に
そ
れ
ぞ
れ
見
、
む
九
二
の
千
二
状
匂
い
が
、

「
わ
し
表
記
が
匂
い
の
下
、
原
則
と
し
、
て
語
平
語
尾
に
「
わ
J
を

罰
い
な
い
骨
頂
そ
あ
っ
　
た
と
い
え
る
そ
み
ろ
一
つ
の
　
句
夜
烏
文

早
足
も
に
は
「
＝
ソ
㌣
L
り
ノ
．
密
・
長
野
し
の
み
薪
っ
　
て
い
る

か
、
把
も
当
時
通
行
の
泉
乾
法
で
あ
っ
た
二
㌢
二
リ
碗
∴
ど
で
あ

る
。
ハ
行
怒
呼
昔
の
先
行
に
よ
り
生
し
．
た
∵
も
の
で
ふ
∵
る
二

7
　
　
い
　
ー
　
ゐ
・
ひ

唇
像
を
食
む
浩
に
1
さ
用
二
二
こ
ろ
　
（
先
頃
）
D
軍
4
し
「
さ

八
　
四

さ
川
は
ひ
人
　
芸
子
）
　
ハ
〔
剥
7
　
甲
7
L
「
つ
い
す
（
ぐ
′
貴
地
）
　
B

甲
5
し
「
つ
い
で
　
（
序
）
　
A
路
・
柑
　
B
′
畢
？
」
一
1
ま
い
て
　
C
伽
・

1

し

こ

の

7

例

に

、

路

頭

舘

「

か

い

」

や

4

期

（

B

乃

う

岬
5
　
C
哩
7
　
紺
4
」
鮮
1
い
　
」
で
l
立
さ
れ
、

「
お
培
い
甘
リ
し
　
た
膏
血
L
7
5
　
（
じ
甲
9
）

「
か
い
埼
る
し
　
甲
が
し
わ
言
ぜ
ノ
ヽ
（
C
準
9
）

「
つ
い
た
ら
L
　
出
し
桝
～
「
ち
　
へ
B
撃
占
）

石
が
1
ゐ
・
ひ
L
表
記
で
、
あ
る
完
一
二
期
と
も
行
の
亙
り
由
に

位

遷

す

る

こ

ヒ

　

注

召

さ

れ

も

　

白

姓

q

表

記

と

見

え

甘

い

。

「
お
い
．
（
是
）
L
　
お
糾
1
て
J
（
B
啓
3
）
　
を
か
l
き
ノ
ー
り
（
印
官
）

1
弓
．
γ
り
言
∵
い
カ
　
（
事
明
年
）
　
年
Y
川
桁
つ
っ
（
p
畢
1
）

「
く
い
（
卑
ご
　
4
川
j
l
歩
（
p
卵
富
「
く
細
り
か
～
実
へ
壁
土

1
い
く
′
い
（
親
）
L
 
L
A
糾
斬
り
（
つ
卵
・
7
）

軍
は
ヤ
行
勃
詞
昭
歓
の
勃
淘
・
名
謳
そ
あ
モ
名
詞
「
密
し

，
令
く
い

「
報
L
 
l
二
一
刺
す
っ
、
い
し
表
記
が
あ
云
ふ
∵
∵
絶
ほ
「
か
」
で
．
あ

う
と
こ
ろ
互
軋
る
と
・
治
河
語
尾
に
「
い
」
を
埼
「
形
に
ふ
∵
9

祖
坑
を
鹿
い
る
こ
と
裾
み
る
の
で
、
あ
ろ
一
1
㌧
∵
「
　
く
ひ
て
　
晦
」

〔
放
鳥
丈
幸
恵
）
と
あ
る
り

字
音
語
l

こ
も
「
ひ
」
泉
記
が
つ
J
例
あ
ろ
二

「
牽
」
あ
糾
～
つ
～
（
p
甲
9
）
つ
酎
艶

か
1．

「
栽
」
ク
川
の
1
（
載
師
事
購
・
7
）
弓
受
戒

，
ウ
‖

「
礼
し
い
・
・
i
机
（
無
礼
．
耳
郵
相
）
d
礼
盤



「
－
い
㌧
ぞ
孝
耳
琴
は
三
尊
十
障
∴
婁
∴
轟
．
面
・
鼓

狩
　
ぜ
　
対
、
昇
　
帝
　
大
・
盛
　
年
　
汲
　
醍
　
内
　
原

頑
　
軋
　
永
　
舶
　
載
J
一
句
と
．
延
べ
、
終
結
あ
っ
て
、
J
例
に

「
ひ
し
と
多
も
爪
二
ぐ
み
去
ふ
午
、
】
れ
肛
和
語
に
紛
れ
ろ
這
ふ

薗
化
し
R
た
め
ヒ
軋
ら
れ
る
。
「
直
す
し
は

あ
ひ
し
て
　
愛
　
（
放
革
矢
事
象
）

と
載
っ
　
て
い
る
。

訂
　
ゐ
　
ー
　
　
い

1
　
ゐ
」
の
音
爵
竜
埼
っ
浩
は
多
く
誓
い
じ
ま
ず
1
　
屠
も
し

1
～
ゐ
る
L
　
「
虐
～
し
の
動
詞
に
「
雲
居
し
　
1
か
〓
尽
し
　
「
長

点

し

「

居

丈

し

「

軸

解

し

吾

郎

乙

に

離

別

の

中

そ

＝

い

L

を
記
戌
・
項
の
占
例
で
、
あ
ら
、
、
つ

C
　
の
∵
霊
鳥
∵
と
り
こ
等
こ
云
T
て
目
し
そ
う
（
野
5
）

，
ち
か
の
J
ろ
　
（
甲
‘
）

p
　
画
す
与
一
事
～
t
 
C
l
嬰
3
）
、
；
ま
言
∵
写
し
（
軍
3
）

も
7
滴
っ
　
〔
甲
曾
）
（
屠
る
J
急
か
と
．
っ
か
惑
草
主
を
．
言
ウ
｝

狸
の
碧
常
に
「
鴨
」
「
鶴
か
二
増
掛
し
「
く
堕
し
1
紐
か

豊
し
1
夜
空
妄
語
「
心
配
し
r
鹿
弗
勅
卑
し
等
が
あ
与
れ

、
嘉
」
／
ド
直
利
l
ま
旬
日
が
二
い
も
で
葛
飢
れ
る
抱
が
こ
座

敷
あ
て
＼
机
も
。

r
い
る
義
軍
）
．
り
了
i
そ
（
A
単
3
）
　
リ
て
j
尊
く
ノ
（
B
甲
4
）

の
て
ゆ
j
　
（
p
畢
5
）
　
　
サ
　
瑚
」
＼
‥
（
p
甲
⊥

r
急
ゐ
ゞ
す
L
U
．
1
れ
富
津
、
～
ヤ
さ
掛
c
A
∵
号
7
∴

「
ま
ゐ
る
L
予
功
竃
J
4
7
ノ
（
皐
へ
A
や
5
）

「
顔
も
し
1
才
ゐ
ら
T
L
ほ
複
合
の
名
編
・
勃
轟
を
含
り
て
多

号
に
満
っ
て
い
う
が
（
合
用
例
）
、
会
7
－
い
し
ぐ
ろ
え
笠
．
應
く

嗜
足
し
に
車
記
酌
で
あ
る
。
「
率
ら
し
も
一
例
の
例
外
持
あ

る
も
の
の
、
「
い
わ
し
と
さ
二
れ
て
い
一
に
よ
う
で
あ
う
〝

こ
の
二
語
を
除
い
て
・
脚
は
泉
、
記
の
ゆ
る
み
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
9

0
′
．
「
′
－
、
J

籍
中
藤
風
の
「
う
L
は
音
牧
を
中
心
と
し
た
後
密
封
で
あ

る
。
・
早
手
畢
掛
率
畢
河
耶
ク
音
便
を
風
も
に
1
わ
単
車
‥
」

へ
β
甲
も
J
q
と
2
5
例
が
「
・
1
」
で
、
例
外
は
↓
「
で
あ
る
。

わ
j
十
対
賠
年
j
存
～
（
男
軍
用
）

昏
筆
に
形
各
軍
ウ
草
魚
ほ
ほ
例
も
多
く
存
し
て
い
ろ
守
で
、

右
の
例
が
「
ふ
し
表
詰
号
聴
、
り
職
康
行
ら
甘
い
理
嶺
は
見
畠
セ

な
い
言
行
拉
隼
勧
珂
豊
前
形
ウ
膏
且
は
2
例
と
も
「
ふ
J
で
、

・
プ
リ
J
－
に
ゃ
錮
受
命
へ
L
T
へ
B
嘩
ア
）

ろ
1
月
月
（
j
元
（
C
l

湖
∵
5
〕

前
例
▼
l言
「
う
れ
し
・
引
L
と
の
夜
宴
患
部
が
働
ら
い
て
．
字
勘

の
各
匂
「
砲
L
を
蓬
陳
せ
た
も
の
か
。
終
止
那
表
記
の
影
摩
這

い
う
ま
で
丁
も
匂
い
。
右
以
外
の
和
語
と
し
て
は
、

舞
ノ
か
う
か
う
か
、
l
ば
し
か
う
べ
か
ら
う
じ

八
五



7
　
き
、
1
ち
　
け
う
ら
∴
ワ
リ
　
つ
・
か
う
ま
つ
る
．
と
う

と

　

た

た

う

が

み

マ
料
二
小
あ
言
ノ
t
 
r
 
t
？
ザ
空
手
1
と
し
、
あ
噴
一
つ
の
即
し
も
あ
ろ
ク

こ
れ
ら
に
「
ふ
し
表
記
は
見
ら
れ
甘
い
か
∴
　
咤
鋤
は
「
甘
う
ら

り

り

し

の

響

兵

法

ヒ

見

中

級

、

「

て

う

ら

言

リ

リ

L

を

正

し

い

と

了

ヾ

き

そ

あ

ろ

う

。

て
均
、
㌧
′
甘
み
月
、
L
　
（
軍
拾
え
こ

貌
ゑ
／
い
享
音
譜
1
－
・
1
し
の
車
で
汐
へ
の
三
籍
の
み
1
と
功
し

Y
二
u
っ
　
て
い
ろ
。

い
－
－

「
頒
し
　
い
励
ち
二
A
f
O
i
）
　
他
に
∧
〔
4
∴
別
ゾ
こ
「
ふ
ゐ
」

け
・
．
ヽ
′

「
希
有
∵
－
一
㌢
予
乃
　
（
p
轡
5
）

「
　
l
ブ
う
ー
の
　
し
　
は
L
皇
I
に
J
例
あ
る
。

斗
、
よ
・
－

「
輿
」
　
々
お
雪
子
夜
（
B
畢
5
）

い
す
れ
t
勅
語
の
平
に
と
ヴ
＝
ん
だ
凍
語
長
の
薄
い
語
を
あ

る
。

捕
　
え
ト
ー
ゑ
∵
　
へ

「
　
え
L
を
「
ゑ
L
と
す
る
り
痔
和
姦
昔
〓
　
加
讐
ぐ

「
え
も
い
は
す
し
　
　
亀
も
㍉
L
T
へ
仁
＝
堅
l
「
仰

副
淘
1
え
」
、
「
、
乙
守
「
え
誓
「
若
き
」
1
、
毎
㌃
L
畳

と
は
「
　
え
し
そ
あ
を
与
奪
音
譜
に
は

「
影
L
 
l
与
剋
い
1
、
－
（
影
噴
　
し
串
1
）

弟
L
　
卑
剥
∵
「
3
（
来
車
　
A
岬
2
）

∵
∵
、

「
線
し
　
創
ん
り
‰
7
く
ー
ノ
ら
　
（
最
ふ
二
栖
叩
㌍
「
　
〔
〟
那
－
）

、
」
の
三
應
中
ろ
う
。
後
例
ね
泉
水
未
尊
の
籍
で
奉
る
，
。
「
曝
し

葛
藤
元
「
、
し
ん
　
吟
I
 
L
　
守
と
5
例
が
「
え
ん
し
な
の
で
、

こ
れ
と
花
泉
右
こ
革
守
る
の
が
泉
水
か
つ
勺
の
そ
．
あ
ら
っ

1
　
栄
し
の
字
音
に
つ
い
て
l
ま
、
「
ゑ
L
を
戻
し
と
す
る
馬
渕

加
入
醇
士
の
私
和
が
み
る
っ

平
行
下
二
段
勧
詞
直
弼
酌
に
「
　
へ
」
表
記
解
き
じ
ろ
り

「
巣
乏
し
　
、
し
ク
尋
て
〔
A
車
J
 
C
曝
J
　
邦
）

r
絶
え
し
　
奪
有
て
　
（
C
甲
4
！
・
拓
∴

碑
沃
木
下
は
ま
把
に

t
す
ん得

　
覚
え
　
消
．
え
　
聞
こ
え
　
診
、
乙
　
巧
え
　
冷
え

見
、
乙
　
歌
え

与
と
￥
あ
ら
わ
は
ふ
て
1
年
し
そ
あ
う
の
で
、
右
の
ヨ
例
は

僅
少
の
表
記
の
ゆ
る
み
で
あ
る
。
こ
れ
う
刀
浩
姑
ゆ
き
み
を

生
じ
た
y
‡
予
に
「
へ
し
を
凍
も
の
再
、
「
さ
か
へ
雫
乙
簸
畠
L

「
さ
か
え
ゆ
く
哀
れ
へ
軍
楽
持
し
（
吸
負
丸
字
亀
）
に
畢
乙
ろ
。

n
∵
ゑ
～
－
え
・
へ

勅
語
の
「
、
〕
ガ
L
H
倒
、
「
鶴
毎
」
占
別
卓
彦
例
は
匂
い
が

「
え
r
・
へ
　
し
と
亙
る
み
の
が
あ
う
。

「
寸
は
ゑ
（
整
し
　
す
す
旬
六
〔
畢
－
…
聖
2
∴
竺

1
ノ
ゑ
（
杖
）
し
　
つ
～
目
し
　
（
．
頬
杖
　
A
箪
1
）

「
ゆ
ゑ
（
放
）
」
　
載
り
　
（
A
平
川
　
革
柑
　
C
甲
川
）



ゆ
句
六
p
塑
㌃
）

右
の
、
楚
L
l
T
「
す
l
耳
易
し
と
す
る
鑑
定
疎
っ
R
J

門
下
宮
廉
も
に
l

十
サ
「
こ
為
す
ゑ
し
ヒ
共
に

二
と
の
ゆ
へ
ゆ
へ
つ
ゑ

と
ち
り
＝
つ
、
乙
し
1
ふ
㌣
た
し
．
再
こ
れ
に
ー
鼓
し
な
い
．

ワ
行
下
二
環
勅
諭
盈
耶
酌
は
次
の
亙
り
二
ぐ
ふ
ツ
ろ
二

「
う
ゑ
（
樋
）
し
う
㌻
」
・
1
～
て
（
p
準
7
％
）

1
す
ゑ
轟
）
L
Y
‖
て
（
p
甲
7
月
）
？
別
1
ゑ
し

「
縫
へ
し
1

1
「
草
木
写
1
へ
と
く
し
（
下
官
廣
）
に
蔽
「
て

い
て
・
、
梶
ゑ
L
も
、
す
ゑ
L
と
思
ふ
L
へ
南
〕
に
も
道
の
患

味
で
患
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ゑ

字
音
籍
の
「
大
飯
J
「
五
節
門
し
事
に
直
別
は
存
し
な
い
ゥ

ハ
l
V
『
画
語
学
h
昭
篠
、
軒
別
鍔
今
、
渇
和
儀
。

ロ
オ
・
弓
の
表
記

「
即
し
1
き
し
に
蘭
す
る
表
記
ほ
、
定
客
役
名
息
に
お
い

て
上
声
1
き
し
、
平
声
1
お
し
の
ア
フ
∴
弘
ン
ト
別
の
基
準
を
立
て

た
二
と
と
蘭
直
し
て
・
夜
鍵
勺
晩
稲
を
星
し
て
い
ろ
。
し
か

し
、
萄
訳
本
で
空
毘
l

て
見
て
き
た
ご
∴
と
く
、
恵
象
線
名
息

に
通
い
面
を
持
ち
母
肛
ら
、
男
愚
が
晶
い
藷
て
一
致
し
甘
い

も
の
へ
噺
と
・
い
と
を
し
・
与
と
、
・
）
も
ふ
∵
・
た
∵

毒
す
、
車
庫
「
か
し
に
つ
い
て
感
ぺ
て
お
き
た
い
。
定
最
悪

泉

で

1

押

し

に

1

わ

し

、

を

」

を

車

齢

す

る

用

法

の

あ

る

〕

－

ど
が
指
摘
さ
れ
て
バ
㌘
梅
沢
本
の
「
轍
L
は
、
字
体
と
し

て
奨
学
草
す
べ
予
見
併
あ
る
示
、

藷
頭
　
を
　
却
　
　
藷
呼
　
を
　
鉢

姉

　

1

5

　

堅

l

　

甘

　

3

7
助
詞
　
を
　
郡

打

γ
二
見
っ
　
て
射
り
、
跨
婚
ノ
ヤ
峯
の
腫
確
に
よ
る
鼻
と
共
に

〔0

ウ
J贅

の
盈
桝
に
お
け
る
絃
蓋
に
ま
わ
息
日
が
着
脱
で
う
＼
子
細
に

丈
に
当
1
て
も
、
平
和
の
現
象
と
認
L
へ
き
プ
レ
の
将
母
1
、
そ

う
で
あ
る
っ

「
毒
し
「
を
L
を
語
頭
に
埼
つ
藷
は
多
重
な
あ
五
、
例
荒
せ
ず
、

一
宮
表
と
し
に
。
r
を
し
音
詩
平
語
尾
に
清
二
ノ
詫
4
程
を
再
鼓

し
・
泉
象
り
披
い
た
誇
離
未
相
乳
の
浩
も
こ
小
L
に
ク
、
】
れ
う

に
「
は
J
の
兎
ノ
㌣
音
表
瀧
を
如
と
れ
聖
会
桝
と
甘
与
。

語
一
望
耳
の
壇
見
時
硯
急
患
「
劃
し
「
き
し
に
よ
り
藷
を
有
り

そ
の
上
声
聖
半
声
か
（
－
草
薮
枚
糸
底
の
「
を
ご
「
か
し
に
百
品
）

に
よ
っ
て
細
分
し
て
、
田
羨
と
し
に
ゥ
更
に
、
年
足
象
縁
鼻

息
C
形
で
合
駒
が
看
か
れ
て
い
る
。
わ
定
家
恨
み
畳
の
号
郡

夕
日
。
C
定
家
侃
鼻
息
に
一
説
不
一
教
甫
教
か
不
一
紋
H
か
多

い
J
A
不
一
放
那
の
み
、
二
の
闇
段
階
を
置
い
た
。
ア
力
′
セ

／
ト
の
声
1
定
l

寺
『
輿
環
應
鼻
妙
』
、
古
今
竺
聖
霊
「
淫
薪

水
『
警
卦
卿
b

V
亙
と
に
よ
る
。
草
薮
『
下
音
廣
ご
「
一
行
阿
完

催
湛
え
字
遣
』
を
牟
照
し
た
。

八
七
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ど血行 八軒
つ勺官

村

を
∵A

、

つ⊥

打

を

∴
蒜
駐

村

を
√
し
㌫．

お

を
′‘∵ひ
、
、

④
　
を
ー
平
－
お

韓礪力ノ之t情ロ 一J人
力
1

を を

しなし博 むと 、
－

LL ヽ
－

4

2ウ
J

A
．

A
T

＜ノ
・＿

5

9 ワ
ー

1
U

7
－

7

1
U

4 ／Lu

禾
韓
　
拍
9
1
＼
さ
さ
（
P
軍
用
）

脅
生
と
．
へ
D
甲
1
）

事
の
や
、
つ
（
D
御
Z
）

セ
包
々
与
へ
p
輿
（
ヱ

㊤
「
わ
ー
辛
1
お
」
．
の
a
t
b
は
身
軽
多
量
で
音
堅
足
型
高

い
。
中
子
や
、
お
一
ほ
∵
1
し
「
お
ぼ
ー
し
の
萬
塔
は
、
椚
例
の
平
に

次
の
3
例
ヒ
「
覆
ふ
し
「
大
郷
滴
」
と
斬
罪
甘
争
の
み
で
あ
る
。

叛
P
ク
つ
（
D
準
用
）
こ
私
も
月
～
項
（
p
璽
5
）

「
覆
右
L
午
、
い
く
（
岳
甲
7
〕
柚
ト
∴
享
ハ
ハ
し
申
す
）

「
入
細
潤
し
勤
ゝ
み
ブ
（
A
箪
？
）

①
③
甘
雇
革
紐
依
烏
直
な
定
象
姦
五
料
の
「
放
し
に
も
の

で
、
㊤
㊨
ほ
不
一
致
の
も
の
了
あ
寺
へ
後
者
で
・
痔
に
④
で

じ
止
の
狂
女
が
高
い
。
「
を
と
二
L
を
陰
り
ば
・
二
の
「
モ

ー
平
－
訂
L
・
即
ち
、
．
「
を
」
を
誇
喝
に
靖
つ
路
で
・
平
声
轍

l二
「
お
し
で
泉
証
し
を
っ
と
す
る
色
味
紋
名
産
の
傾
向
に
患

う
浩
は
・
梅
荒
木
で
l

コ
調
P
吠
堪
え
あ
る
あ
ほ
彿
議
漂
い
。

「
碑
L
L
へ
2
1
沌
）
、
1
両
L
（
1
－
1

3
）
は
趣
塙
に
草
薮
棲
息

亀
に
佼
す
き
傾
向
官
、
一
牽
？
り
す
塙
、
7
い
る
。

こ
こ
で
、
各
章
桝
屋
貫
的
扱
見
違
と
定
家
牧
見
遣
と
に
と

の
紹
度
に
一
致
す
る
か
を
、
①
～
④
の
延
べ
語
数
に
「
い
7

昇
忠
し
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
二

の
享

歴
史
的
牧
名
産
γ
二
の
一
鼓
を

卑
電
簸
名
鑑
と
の
⊥
　
敦
率

A
 
R
l
J

1
カ
彫

れ
はm

活7田

C
 
D
　
会
愚

つ

J

 

h

．

．

パ

　

　

ー

．

h

J

間
　
細
．
．
描

1

L

P

　

　

　

4

　

　

　

・

′

も

随

　

紅

　

花

右
の
泉
を
・
タ
敏
の
喝
に
重
さ
を
お
か
す
風
見
し
て
み
∵
缶

と
・
．
次
の
∵
よ
う
匂
＝
乙
が
言
え
そ
う
㍗
み
る
。

ヒ
ち
ら
か
と
い
た
操
、
定
家
椋
鳥
鑑
に
迫
L

l
表
た
ま
を
放

っ
て
い
る
と
い
う
数
値
が
出
た
の
で
奉
る
が
、
3

0
者
前
線
の

八
九



達
狩
り
か
ノ
奴
万
に
あ
る
∴
と
い
・
l
二
と
は
、
ど
ち
ら
の
棲
み
遺
子

も
な
い
と
い
え
よ
う
。
歴
史
的
畷
多
産
庸
痩
せ
か
ら
見
て
再

壊
し
上
体
晃
で
．
あ
1
7
、
そ
の
行
わ
れ
た
で
あ
ラ
フ
ヰ
寺
崎

亘
も
経
期
に
下
っ
て
l

ま
！
浩
に
J
l
て
葛
太
に
積
息
の
表
記

浩
老
境
も
も
の
が
出
て
く
る
。
馬
渕
加
え
将
士
の
1
半
音
か

竺
つ
か
鴇
が
存
在
し
た
0
、
品
常
習
鱒
畏
寵
環
亘
定
療
姦

鳥
亀
に
も
影
響
し
・
そ
れ
に
年
ら
れ
月
か
？
た
∵
も
の
も
ヨ
に

鎌
倉
時
代
に
響
空
し
的
て
い
っ
一
定
思
わ
れ
た
こ
空
昔

碑
沃
本
の
未
年
で
も
考
慮
七
、
れ
璃
ぼ
？
り
匂
い
そ
あ
ろ
う
い

ハ
1
＞
小
砿
英
・
痛
「
藤
鹿
足
殊
の
文
字
ザ
か
い
1
「
を
」
「
お
し

の
平
和
を
中
心
と
し
て
ー
し
『
言
語
童
・
詣
も
輿
翻
・
5

ハ
2
＞
軟
水
一
級
『
古
今
和
歌
集
声
魚
水
の
所
在
ぜ
料
為
も

（
放
食
事
原
綿
和
解
）
由
牽
引
窓
（
将
和
解
）

（
j
V
喝
裂
。
及
び
、
藤
島
翰
1
′
澤
絹
本
冷
逢
和
歌
壌
珂
鼓

の
ア
フ
乞
ン
ト
に
就
い
て
し
周
回
語
ア
ブ
セ
ン
ト
論
叢
缶

時
御
霊
、
西
牧
。

〈
4
）
「
1
辛
音
か
尽
づ
か
い
」
に
つ
い
て
」
『
偉
伯
曝
友
呼

士
古
癖
記
念
国
語
学
親
展
も
昭
和
叫
。

五
鰭
が

梅
天
水
『
古
本
髭
詩
廣
も
の
頂
風
量
の
実
低
を
、
・
ハ
行
先

頑
音
∵
7
ア
行
者
の
泉
紅
を
の
ぐ
ち
呈
嘗
語
に
破
∵
⊥
⊥
弱
を
し
、

孔
b

屈
東
町
夜
風
息
か
ら
見
て
の
患
桝
を
簡
単
し
・
簡
略
り
赤
瀬

を
療
み
て
き
に
。
（
軍
令
∵
や
「
頒
風
や
患
鋸
豆
殖
十
も
言
言

こ
れ
り
鮮
二
万
賓
料
の
縁
準
達
や
珂
超
克
の
ヰ
碗
声
高
を
が
、

仲
に
も
字
音
表
琵
・
捲
音
表
記
（
蜘
舛
鶉
1
む
し
の
類
空
も

合
b
r
b
L
「
ん
」
魚
表
記
〕
句
と
も
凍
り
上
げ
る
べ
き
そ
あ

う
。
字
音
の
一
部
に
僅
か
敵
れ
仁
と
＝
ろ
が
勿
る
が
、
後
日

の
呟
時
た
ま
亘
会
産
品
古
君
こ
‡
£
？
∵
誉
早

．
「
牢
」
、
き
し
に
「
い
て
虻
率
官
省
尊
と
長
と
＝
ろ
そ
道
程

に
ご
と
く
・
全
件
と
し
て
定
最
碑
名
竜
の
t
万
句
に
泉
－
つ
か
の

ご
ど
く
ア
ユ
誓
∵
甘
が
ら
二
致
し
甘
言
∵
も
の
示
相
当
多
い
ゥ

為
氏
・
ノ
為
相
二
円
仏
足
り
と
恥
そ
の
皐
筆
に
か
い
て
い
か
な

を
原
糸
量
を
請
っ
て
い
た
か
を
確
吟
た
上
で
、
鳩
猥
本
の
牧

草
童
と
そ
れ
ら
の
喝
徴
言
ト
「
＝
て
述
下
つ
与
の
千
あ
る
が
、

嘩
沢
木
甲
章
の
い
う
姓
に
も
∵
草
薮
椋
鳥
患
互
錆
に
痺
得
L

号
乙
ソ
．
つ
ピ
す
る
撮
相
は
見
軒
含
∵
ウ
れ
す
、
む
し
ろ
、
当
時
一

餌
の
慣
習
喝
表
記
篭
に
則
っ
て
記
さ
れ
て
い
う
と
思
わ
れ
る
。

悪
妻
む
綻
一
昭
母
撮
み
温
子
甘
く
・
語
l

こ
よ
っ
て
は
舶
戻
す

缶
表
記
を
と
缶
湯
谷
も
含
み
つ
「
、
感
応
日
額
や
か
畳
表
誼

珠
に
実
、
て
い
．
る
よ
一
つ
争
あ
き
1
こ
の
点
烏
妃
の
均
貫
と
の

増
産
を
併
せ
て
〓
居
明
ら
か
に
匂
告
砲
の
名
工
り
千
二
の
ろ
二




